
2章 愛知県の子ども・子育ての状況

出生状況につい
て

出生数 1973年 125,395人（過去最高） 2023年 48,402人

全国平均よりは高いものの、まだまだ少子化が続いていて、
今後も進んでいくと考えられています。
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合計特殊出生率※1 1971年 2.28 2023年 1.29
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少
※1 女性が一生の間に生む

子どもの数の平均

少子化の要
因

子ども・若者をめぐる社会環境の現
状

愛知県では50歳まで一度も結婚していない人が年々増えて

いて、未婚化が急激に進んでいます。初婚年齢も昔と比べ

て男女ともに3〜4歳高くなっています。

❶未婚化・晩婚化の進行

夫婦の完結出生児数※2は、これまで30年ほど2.2人前後と安定し

ていましたが、2005年から減少するようになり、最近の調査で

は1.90人と、過去最低となりました。

❷夫婦の子どもの数の減少

※2 結婚した夫婦にどのくらい子どもが
生まれているのかを示す数値。

愛知県の総人口は、この50年間でお

よそ550万人から750万人まで増えて

いますが、子ども・若者（0〜39歳）

の割合は72％から41％まで激減して

います。

❶子ども・若者人口の減少

総務省が行っている「国勢調査」によると、2020年の愛知県の一般世帯数※３は320万

世帯ほど、1世帯あたり2.29人で、核家族の世帯が半数を超えます。3世代世帯が減少

するとともに、子育てや教育に自分の父母の力を借りられず、負担が増えています。

特にひとり親家庭などは、子育てについて孤立を感じやすい環境・状況となっていま

す。

❷核家族化の進行と問題

3

※3 高齢者世帯、ひとり親世帯以外の全ての世帯の数

子ども・若者向けパブリックコメント
～みなさんからの意見を募集します～

愛知県では、子ども・若者・子育てに関する
様々な課題の解決を目指すための取組をまとめた

「愛知県こども計画 はぐみんプラン2029（仮称）」（案）
を作成し、その案をもとに、

子ども・若者のみなさん向けに資料を作成しましたので、
資料を読んで気づいたことや考えたことなど、

みなさんからの意見を募集します。

〇意見の募集期間
2024年12月19日（木）～2025年1月17日（金）まで

〇対象者
愛知県に住んでいる、
おおむね小学校高学年～30歳未満までの子ども・若者

〇意見の提出方法
右の二次元コードを読み取って愛知県のHPにアクセスし、
資料を読んでいただき、気づいたことなどを
オンライン・メール・郵送のいずれかの方法で
意見として提出してください。

問合せ先：愛知県福祉局子育て支援課子ども政策グループ
０５２－９５４－６１０６

メールアドレス：kosodate@pref.aichi.lg.jp

二次元コード
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